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超音波に 2週間暴露したトマトから RNAを抽出し，Real Time RT-qPCRによって，SA誘
導性抵抗性関連遺伝子である PAL1，NIM1，PR1aと，JA誘導性抵抗性関連遺伝子である LoxD
の発現量を調査したところ，非暴露トマトと比較して，PR1aの発現量が有意に上昇し，LoxD
の発現量が有意に低下した．このことから，超音波暴露がトマトにおいて，SA誘導性抵抗
性経路の一部を活性化しているものと考えられた． 
超音波照射が抵抗性誘導による，新たな病害防除技術として，実際の場面で利用される
ことが期待される． 
